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そうま市議会だより

令和 6年 11 月１日号

令和６年第５回９月定例会は、９月
２日から９月 19 日までの 18 日間の
会期で行われ、市長提案議案 15 件、
請願２件、陳情 1件、議員提出議案 1
件、認定６件を議決しました。
　ここでは、主な議案の内容と委員
会審査を含めた審議の経過などにつ
いて、お知らせします。

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法

令
等
の
規
定
に
合
わ
せ
た
字
句
の
整
理
な
ど
を
行
う
も
の
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
12
月
か
ら
健
康
保
険
証
が
通
称
マ

イ
ナ
保
険
証
に
一
体
化
さ
れ
、
各
健
康
保
険
の
資
格
確
認
、

市
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
及
び
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

の
助
成
等
の
申
請
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
る
。

第 73号

　

個
人
番
号
を
利
用
し
た
情
報
連
携
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
や
有
効
性
に
つ
い
て
問

う
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
り
、
申
請
者
が
現
在
ど

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
確
認
が
取
れ

る
た
め
、
手
続
の
際
に
申
請
者
へ
確
認
す
る
書

類
等
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
、
迅
速
な
手
続
が
可

能
と
な
る
。
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令和 6年 11 月１日号

第 74号

☆ 

農
業
委
員
会
委
員

　
　
　

瀬　

恵
美
子　

氏　
（
新
任
）

☆ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　

中
島　
　

寛　

氏
（
再
任
）

　
　

荒　
　

知
之　

氏
（
再
任
）

☆ 

人
権
擁
護
委
員

　
　

菊
地　

義
広　

氏
（
再
任
）

　
　

菊
池　

幸
枝　

氏
（
再
任
）

　
　
　

　

本
年
12
月
２
日
以
降
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一
体
化
に

伴
い
、
新
規
で
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
発
行

さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保
険
者
証
の
紐
付
け

を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
従
来
の
被
保
険
者
証
と
同
じ
よ

う
に
医
療
機
関
等
で
受
診
が
で
き
る
資
格
確
認
書
を
発

行
す
る
。

　

ま
た
、
経
過
措
置
と
し
て
、
12
月
1
日
ま
で
に
交
付

さ
れ
た
被
保
険
者
証
は
住
所
や
負
担
割
合
等
に
変
更
が

な
い
限
り
、
有
効
期
限
（
令
和
7
年
7
月
31
日
）
ま
で

使
え
る
。

第 72号
　

国
の
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
改
正
で
条
文

の
整
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
あ
わ
せ
改
正
す
る
も

の
。
条
項
の
繰
上
げ
で
規
定
の
中
身
自
体
に
変
更

は
な
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
に
つ
い
て
は
、
今
回

所
得
制
限
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
の
受
給
対
象
者
に
も
所
得
制
限
が
あ
り
、

同
じ
所
得
額
を
適
用
し
て
い
る
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
要
件
の
変
更
に
あ
わ
せ

て
、
ひ
と
り
親
の
受
給
資
格
の
所
得
制
限
も
変
え

る
こ
と
に
な
る
。

　

ひ
と
り
親
の
受
給
資
格
の
更
新
時
期
は
11
月
か

ら
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
新
し
い

要
件
で
今
後
所
得
判
定
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
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　全国議長会から国へ要望をしていることや、
国の少子化や子育て施策等の点から、学校給食費無償化を取り
組む方向で進んでいるため、市議会として意見書を出す意味が
ないと考え、請願に反対する。

　　　　　　　　物価高騰により、年々学校給食費が増加して
いる。市には豊かな財源がなく、国が学校給食費無償化を実施
した場合には、他の学校教育の部分や、他の事業に資金を使う
ことができるため、請願に賛成である。

請
願
第
１

請
願
第
２

　

全
国
で
学
校
給
食
費
無
償
化

が
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、

県
内
に
お
い
て
も
35
市
町
村
が

無
償
化
、
一
部
補
助
が
19
市
町

村
に
及
び
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
市
町
村
に
よ
っ
て

は
財
政
上
の
理
由
で
、
実
施
で

き
な
か
っ
た
り
、
一
部
補
助
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
違
い

が
あ
り
、
同
じ
県
内
に
住
ん
で

い
な
が
ら
居
住
地
に
よ
っ
て
保

護
者
の
給
食
費
負
担
が
大
き
く

異
な
る
問
題
等
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
国
や
県
に
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
第
１
、
請
願
第
２
に

つ
い
て
、
討
論
が
行
わ
れ
た

た
め
、
内
容
を
要
約
し
、
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

※
「
請
願
第
１
」
は
国
に
、

「
請
願
第
２
」
は
県
に
対
し
て

の
請
願
と
な
り
ま
す
。

　

河内幸夫議員

　市が実施している学校給食費無料化の主な
財源は、相馬共同火力発電株式会社から生じ
た石炭灰を光陽地区にある産業廃棄物埋立処分場へ埋め立てる際
の処分手数料であり、事業も安定している。また、市としての現
在の問題と考えていないため、請願に反対する。

　　　　　　　　市が実施している学校給食費無料化により、
市内の子どもたちは、どんな家庭に生まれても、安心して食事
が提供され、その権利が保障されている環境となっている。
　他自治体の子どもたちにも、同様に保障がされるよう請願に
賛成する。

高橋利宗議員

現

請
願
趣
旨

中島孝議員

獺庭大輔議員
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議
決
結
果

賛
成

反
対

新政会 にじ そうま
市民
の会

新時代
そうま 無会派

石
橋
　
浩
人

菊
地
　
清
次

波
多
野
広
文

河
内
　
幸
夫

佐
藤
　
満

愛
澤
　
俊
行

横
山
　
和
雄

畑
中
　
昌
子

杉
本
　
智
美

門
馬
　
優
子

浦
島
　
勇
一

根
岸
　
利
宗

山
中
　
宣
明

只
野
　
敬
三

中
島
　
孝

獺
庭
　
大
輔

高
橋
　
利
宗

高
玉
　
良
一

請願第１
国に対し「学校給食費無償化を実施す
ることを求める意見書」提出について
の請願

賛 不
成 採
少 択
数 　
 

   ４ １２
　 
●
　
●
　
●

　

●
討
論

　
●
　
欠
　
●
　
● ●
討
論

●
討
論

　
○

　

○
討
論

　
●
　
●

　
　
　
○
討
論

　

○
討
論

　
　
　
●
討
論

　

議
長

請願第２
県に対し「学校給食費無償化を実施す
ることを求める意見書」提出について
の請願

賛 不
成 採
少 択
数 　

４ １２ ● ● ● ●
討
論

● 欠 ● ● ●
討
論

　
　
●
討
論

○ ○
討
論

● ●

　
　
○
討
論

○
討
論

　
　
●
討
論

議
長

根岸利宗議員

　　　　　　　　　国が明日、明後日にも学校給食費無償化を
実施するのであれば、国や県に対し意見書を提出する意味はない
が、議論の段階であるため、提出すべきと考える。また、全国的
に学校給食費無償化を望むべきであるという方向性は一致してい
るため、請願に賛成である。

※　○は賛成、●は反対　
※　議長（高玉良一）は採決に加わりません。

　全国一律での学校給食費無償化について
の課題は決して少なくはない。国は今後更なる調査、議論を重
ねていくとしており、引き続き国の動向や議論に注視しつつ、
方向性が固まるまで、市議会として、意思を明確にすることは
控えておくべきと考えるため、請願に反対する。

　請願の中で、学校給食費無償化において
地域間格差があるとされており、国や県に対し、学校給食費無
償化を求める意見書を提出するとしているが、既に学校給食費
無料化を実施している自治体の議会が、地域間格差を謳う意見
書を提出することは不適切だと考え、請願に反対する。

杉本智美議員

請願に対する賛否一覧

門馬優子議員
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令和 6年 11 月１日

追 加 額 内　容

5,478 万円 （歳入）新型コロナウイルスワクチン
接種事業

50 万円 （歳出）新規就農者経営開始資金事業

92 万 3,000 円 （歳出）骨太けんこう体操体制整備事業

△ 2億 1,816 万 1,000 円 （歳入）財政調整基金繰入金

197 万 5,000 円 （歳入）原子力損害賠償金

補正予算の
主なもの

　

国
が
ワ
ク
チ
ン
生
産
体
制
等
緊
急
整
備

基
金
を
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
。

　

   

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

定
期
接
種
費
用
一
部
助
成

　

自
己
負
担
額
に
つ
い
て
問

う
。

　

２
，
１
０
０
円
で
あ
る
。

新
規
就
農
者
経
営
開
始

　
　
　
　

を
支
援
す
る
補
助
金

　

新
規
就
農
者
１
名
分
で
、
就
農
開
始
時
の
６

月
か
ら
９
月
、
月
額
12
万
５
，
０
０
０
円
の
４

カ
月
分
を
補
助
す
る
も
の
。

　

就
農
者
の
詳
細
に
つ
い
て
問

う
。

　

市
内
在
住
の
40
代
の
方
で
、
作
物

は
き
ゅ
う
り
を
栽
培
し
て
お
り
、
栽

培
面
積
は
15
ア
ー
ル
で
あ
る
。
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令和６年 11 月１日号

骨
太
け
ん
こ
う
体
操

　
　
　
　
　
　
　

に
係
る
費
用

　

骨
太
け
ん
こ
う
体
操
体
制
整
備
事
業
92
万
３
，

０
０
０
円
の
う
ち
、
51
万
２
，
０
０
０
円
に
つ
い

て
は
、
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
２
台

及
び
折
畳
み
イ
ス
30
脚
の
購
入
費
で
、
残
り
の
41

万
１
，
０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、
液
晶
テ
レ
ビ
と

テ
レ
ビ
台
を
そ
れ
ぞ
れ
2
台
購
入
す
る
も
の
。

財
政
調
整
基
金

　
　
　
　
　
　
　

繰
入
金
の
減
額

　

当
初
の
予
定
よ
り
歳
入
が
多
い
た
め
、
繰
り
入

れ
る
財
政
調
整
基
金
を
減
額
し
、
調
整
す
る
も

の
。

原
子
力
損
害
賠
償
金
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
償
金

　

有
害
鳥
獣
対
策
及
び
玉
野
地
区
の
健
康
診
断
関

係
費
用
に
係
る
賠
償
金
で
あ
り
、
弁
償
金
と
し
て

増
額
す
る
も
の
。

　

原
子
力
損
害
賠
償
金
の
請
求
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
　
　

賠
償
が
認
め
ら
れ
た
内
容
は
、
放
射

　
　
　
　

能
対
策
と
し
て
行
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣

の
処
分
費
用
が
主
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
に

係
る
人
件
費
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
市
で
は
、

今
後
も
人
件
費
を
含
め
、
毎
年
請
求
を
行
っ
て
い

く
考
え
で
あ
る
。　

　

9
月
補
正
後
の
残
高
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　
　
　

42
億
７
，
６
６
２
万
５
，
０
０
０　

　
　
　
　

円
で
あ
る
。

　

現
在
の
骨
太
け
ん
こ
う
体
操
を
行
う

団
体
数
と
働
き
か
け
の
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　
　
　

骨
太
け
ん
こ
う
体
操
を
行
う
団
体　

　
　
　
　

は
、
60
団
体
で
あ
り
、
登
録
者
は
６
６

２
名
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
を
中
心
に
骨
太
け
ん
こ
う
体
操
の
普
及
啓

発
を
進
め
て
い
る
。
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令
和
5
年
度

　
　
　

決
算
認
定
審
査
報
告

会　　計 歳　　入
予算現額 収入済額（Ａ）

一般会計 24,389,760,800 23,341,573,442
国民健康保険特別会計 3,787,955,000 3,759,420,879
後期高齢者医療特別会計 473,438,000 474,796,726
介護保険特別会計 3,772,980,000 3,893,182,133
光陽地区造成事業特別会計 1,545,148,000 1,664,426,022

計 33,969,281,800 33,133,399,202

令和 5年度相馬市一般会計・特別会計歳入歳出決算一覧　　（単位：円）

会　　計 歳　　出
予算現額 支出済額（Ｂ）

一般会計 24,389,760,800 22,347,374,095
国民健康保険特別会計 3,787,955,000 3,728,650,354
後期高齢者医療特別会計 473,438,000 470,380,608
介護保険特別会計 3,772,980,000 3,649,616,717
光陽地区造成事業特別会計 1,545,148,000 1,538,279,640

計 33,969,281,800 31,734,301,414

会　　計 歳入歳出差引額（Ｃ）
※（Ａ）－（Ｂ）

左のうち翌年度
繰越財源（Ｄ）

実質収支
※（Ｃ）－（Ｄ）

一般会計 994,199,347 104,559,700 889,639,647
国民健康保険特別会計 30,770,525 0 30,770,525
後期高齢者医療特別会計 4,416,118 0 4,416,118
介護保険特別会計 243,565,416 0 243,565,416
光陽地区造成事業特別会計 126,146,382 0 126,146,382

計 1,399,097,788 104,559,700 1,294,538,088

令和 5年度相馬市下水道事業会計決算一覧　　（単位：円）

下水道
事業会計

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出
予算現額 決算額 予算現額 決算額

収　　入 1,183,582,000 1,189,894,927 790,098,000 523,415,800
支　　出 1,164,907,000 1,147,409,740 1,161,961,000 878,001,067
収　　支 42,485,187 ※△ 354,585,267

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額については、過年度分損益勘定留保資金及び当年
度分損益勘定留保資金で補てんしています。

　

市
税
全
体
の
収
入
済
額
は
、
53
億
４
，

１
１
７
万
１
，
３
０
８
円
で
あ
り
、
前
年

度
比
で
約
１
，
４
０
０
万
円
の
減
収
。
不

納
欠
損
額
は
、
２
，
０
９
１
万
１
，
２
５

７
円
で
、
前
年
度
比
約
１
１
０
万
円
の
減
。

収
入
未
済
額
は
２
億
１
，
１
４
３
万
２
，

４
３
０
円
で
、
前
年
度
比
約
１
４
０
万
円

の
増
。
収
納
率
は
、
現
年
度
課
税
分
、
滞

納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
95
．
9
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
の
市
税
収
入
の
見
込

み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　

収
入
済
額
は
、
令
和
５
年

　
　
　
　
　

度
に
坪
田
地
区
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
稼
働
も
あ
り
、
53
億
円
を
超
え
て

い
る
。
令
和
６
年
度
の
見
込
み
は
、
昨
年

度
の
最
終
調
定
額
を
超
え
て
お
り
税
収
は

維
持
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
。
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一
般
市
営
・
災
害
市
営
住
宅
の
住
宅
使
用
料
は
、
家

賃
収
入
や
駐
車
場
収
入
、
滞
納
繰
越
分
等
、
計
１
億

２
，
０
７
１
万
２
，
９
４
８
円
と
な
っ
て
お
り
、
家

賃
収
入
が
７
，
２
６
６
件
分
、
駐
車
場
収
入
が
２
，
８

０
５
件
分
、
滞
納
繰
越
分
が
６
１
０
件
分
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
分
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

は
、
１
，
２
６
６
万
８
，
６
７
２
円
で
、
一
般
市
営
住

宅
51
件
、
災
害
市
営
住
宅
44
件
、
合
計
95
件
で
あ
る
。

　

　

令
和
５
年
度
の
地
方
交
付
税
合
計
額
は
、
50
億

９
，
５
４
２
万
５
，
０
０
０
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳

は
、
普
通
交
付
税
32
億
４
，
４
０
６
万
円
、
特
別
交

付
税
14
億
４
，
６
４
３
万
１
，
０
０
０
円
、
震
災
復

興
特
別
交
付
税
４
億
４
９
３
万
４
，
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。　

地
方
交
付
税
の
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　

普
通
交
付
税
は
、
例
年
約
30
億
円

　
　
　
　
　

で
あ
り
、
特
別
交
付
税
は
、
特
別
な

状
況
が
な
け
れ
ば
、
例
年
、
５
億
円
程
度
で
あ
る
。

　

今
後
の
徴
収
見
込
み
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　
　
　
　

近
年
の
災
害
や
社
会
情
勢
の
変
化

　
　
　
　
　

な
ど
に
よ
り
、
経
済
的
に
苦
し
い
方

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
入
居
者
の
高
齢
化
も
進
ん

で
お
り
、
家
賃
を
納
め
ら
れ
な
い
方
が
い
る
が
、

分
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
滞
納
を
少
し

で
も
減
ら
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

長
期
に
わ
た
り
滞
納
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
裁
判
所
等
を
通
じ
て
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市営黒木田団地

市営刈敷田団地
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

10

にじ

横山和雄 議員
が問う！

新政会

河内幸夫 議員
が問う！

新時代そうま

只野敬三 議員
が問う！

　

市
の
人
口
減
少
の
傾
向
は
、
自
然
増
減
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

こ
こ
数
年
、
夏
の
気
温
が
高
い
状
況
が
続
く
中
、

人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

新

　

人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
去
年
の
９
月
定
例

会
で
取
り
上
げ
た
問
題
で
あ
り
、
そ
の
後
、
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
も
、
多
く
の
候
補
者
が
市
の
課
題
と
捉
え
、
市
長
か

ら
も
市
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
市
と
し
て
も
常
に
こ
の
問
題
を
頭
に
入
れ
な
が

ら
様
々
な
事
業
の
展
開
を
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
る
が
、
１

年
経
過
し
た
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

現
況
に
つ
い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
高
齢
者
へ
の
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て

に

高
齢
者
へ
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

地
球
温
暖
化
は
長
期
化
が
見
込
ま
れ
、
市
に
お
い
て
も
、
今

後
さ
ら
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
り
、
夏
季
に
お
い
て
は
最
高
気
温

40
℃
を
超
え
る
日
も
珍
し
く
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
気
候

変
動
に
よ
る
人
的
被
害
に
お
い
て
、
高
齢
者
は
一
般
的
に
水
不

足
に
よ
る
感
覚
機
能
や
体
温
調
整
機
能
が
低
下
し
、
重
症
化
し

や
す
く
熱
中
症
弱
者
と
い
わ
れ
て
お
り
、
熱
中
症
対
策
は
、
重

要
と
考
え
る
。
国
も
自
治
体
に
よ
る
熱
中
症
対
策
を
重
要
視
し

て
い
る
た
め
、
市
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

新

お
で
か
け
ミ
ニ
バ
ス
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

お
で
か
け
ミ
ニ
バ
ス
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
　
　
　

と
運
転
免
許
を
持
た
な
い
、
あ
る
い
は
返
納
し
た
高

齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
市
民

　

お
で
か
け
ミ
ニ
バ
ス
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
に
導

入
さ
れ
た
が
、
最
近
は
乗
車
人
数
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
市

街
地
の
商
店
が
少
な
く
な
り
、
市
民
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
量
販
店
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
事
業
は
一
定

の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
何
ら
か
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
、
質
問
す
る
。
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○ 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用

　

に
つ
い
て

は
、
今
か
ら
25
年
前
の
平
成
11
年
に
は
自
然
減
と
な
り
、
そ
の

後
は
徐
々
に
自
然
減
が
拡
大
す
る
傾
向
で
推
移
し
、
10
年
前
と

比
較
す
る
と
、
自
然
減
数
は
２
倍
ほ
ど
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ

の
傾
向
は
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
が
現
れ
始
め
た
25
年
前
か
ら

続
い
て
お
り
、
去
年
の
９
月
議
会
で
答
弁
し
て
か
ら
１
年
経
過

し
た
現
在
も
そ
の
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

社
会
増
減
に
つ
い
て
は
、
過
去
５
年
間
は
概
ね
２
０
０
人
か

ら
２
５
０
人
程
度
の
社
会
減
が
続
い
て
い
る
。

　

近
年
は
、
過
去
と
比
較
し
て
も
社
会
減
が
多
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、
人
口
流
出
を
止
め
る
た
め
の
対
策

に
継
続
し
て
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

社
会
減
へ
の
対
策
と
し
て
、
高
校
卒
業
後
に
進
学
や
就
職
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
県
外
へ
転
出
し
た
若
者
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
と
い
う

選
択
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
都
内

に
あ
る
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
今
ま
で
以
上

に
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

　

自
然
減
の
対
策
と
し
て
、
産
科
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
産
婦
人
科
は
チ
ー
ム
医
療
で
は
な
い
と
認
め
ら

れ
ず
、
成
立
さ
せ
る
に
は
非
常
に
難
し
い
条
件
が
あ
る
。
引
き

続
き
、
市
と
し
て
は
、
出
生
と
い
う
需
要
に
応
え
る
べ
く
努
力

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
は
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
な
ど
、
熱
中
症
予
防
へ
の
対
策
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
市
は
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
情
報
発
信
や

注
意
喚
起
、
そ
し
て
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

熱
中
症
予
防
の
情
報
発
信
等
に
つ
い
て
、
エ
ア
コ
ン
の
適
切

な
使
用
や
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど

を
広
報
そ
う
ま
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
各
世
帯
へ
の

チ
ラ
シ
に
よ
る
繰
り
返
し
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
の
助
成

を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
１
４
７
件
の
方
に
助
成
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
公
共
施
設
11
カ
所
を
市
民
に
開
放
す
る
「
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
民
間
施
設
1

カ
所
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
地
域
住
民
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
地
区
集
会
施

設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
、
熱
中
症
予

防
の
情
報
発
信
や
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
、
地
域

に
お
け
る
対
策
等
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

今
後
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
交
通
弱
者
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

市
は
、
今
後
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
交
通
弱
者
が

　
　
　

増
え
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
が

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
事
情
に

応
じ
て
、
様
々
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
形
態
が
と
ら
れ
て
お

り
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
形
態
を
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

市
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
は
、様
々

な
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
重
要
な
社
会
資
本
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
に
お
い
て
は
、
そ
の
経

営
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
共
存
共
栄
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
市
に

と
っ
て
最
適
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
全
国
の
事
例

を
参
考
に
研
究
し
、
高
齢
者
等
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て

い
く
。

を
対
象
に
運
賃
無
料
で
、
車
両
６
台
、
市
内
20
ル
ー
ト
を
週
２

回
運
行
し
て
い
る
。

　

利
用
者
数
の
推
移
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
以

降
の
１
便
あ
た
り
の
平
均
乗
車
人
数
は
1.1
人
で
あ
る
。

　

市
は
、
運
行
形
態
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
を
模
索
し
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

現
在
の
利
用
者
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
影
響
も
踏
ま
え
て
、

慎
重
か
つ
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

○ 

本
市
小
・
中
学
校
学
力
向
上

　

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
登
壇
か
ら
質
問
、
答
弁
を
含
め
１
時
間
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
馬
市
議
会
で
は
一
般
質
問
・
質
疑
は
通
告
す
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新時代そうま

只野敬三 議員
が問う！

にじ

杉本智美 議員
が問う！

そうま市民の会

浦島勇一 議員
が問う！

　
　
　
　
　

消
防
団
の
定
員
に
つ
い
て
は
、「
相
馬
市
消
防
団

　
　
　
　

設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
５
４
７
名
業

温
水
プ
ー
ル
の
必
要
性

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

４
月
上
旬
に
事
業
者
か
ら
、
秋
頃
に
事
業
を
終
了

　
　
　
　

す
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
際
は
、
事
業
者
が
既

　

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
相
馬
に
温
水
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
市
民
プ
ー
ル
と
棲
み
分
け
を
し
て
き
た
側
面
が
あ
っ
た
と

考
え
る
。
同
施
設
が
10
月
31
日
を
も
っ
て
閉
館
す
る
予
定
で
あ

る
た
め
、
市
民
か
ら
施
設
の
存
続
や
市
で
同
様
の
機
能
を
も
つ

施
設
を
作
っ
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

市
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
に
温
水
プ
ー
ル
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
当
局
の
認
識
に
つ
い
て
問
う
。

相
馬
市
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　

と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
社
会
変
化
に
対
し
、
自
立
的
に
適
応

す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
が
必
要
と
考
え
、
市
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
地
域
経
済
活
性
化
の
効
果
に

つ
い
て
問
う
。

　

相
馬
商
工
会
議
所
は
、
市
の
補
助
金
を
活
用
し
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
販
売
を
実
施
し
て
き
た
。
今
年
度
は
補
助
金
の

交
付
が
な
く
、
実
施
が
叶
わ
な
い
。
地
域
経
済
の
低
迷
や
市
民

生
活
の
支
援
を
考
慮
し
た
事
業
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
も
、
補
助
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
所
見
に
つ
い
て
伺
う
。

そうま市民の会

根岸利宗 議員
が問う！

無会派

獺庭大輔 議員
が問う！

新時代そうま

山中宣明 議員
が問う！

　
　
　
　
　

相
馬
商
工
会
議
所
に
よ
る
と
、
令
和
５
年
度
に
お

　
　
　
　

け
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
利
用
状
況
に
つ
い

　
　
　
　
　

小
・
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
取
組
と

　
　
　
　

し
て
は
、
国
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
手
引
き
」
に
基

づ
き
、
各
学
校
に
お
い
て
、
小
・
中
学
校
で
の
成
長
過
程
を
見

据
え
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
各
段
階
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

発
達
課
題
を
達
成
し
て
い
く
た
め
に
、
低
学
年
で
は
、「
小
学
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に
事
業
終
了
を
決
定
し
た
後
で
あ
り
、
話
し
合
う
時
間
等
は
な

か
っ
た
。

　

同
事
業
者
は
長
年
に
わ
た
り
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
、
ダ
ン
ス
事
業
な
ど
市
民
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
に

寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
と
認
識
し
て
お
り
、
同
事
業
を
終

了
す
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
継
続
し
て
ほ

し
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
新
た
な
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
や
現
存
施
設
の

改
修
す
る
こ
と
に
は
、
多
大
な
財
政
的
コ
ス
ト
が
伴
い
、
仮
に

新
た
に
温
水
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
場
合
、
用
地
取
得
や
建
設
費

用
な
ど
に
加
え
て
、
既
存
の
プ
ー
ル
と
２
つ
の
施
設
の
維
持
管

理
費
も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
財
政
的
に
は
極
め
て
困
難
と
考

え
て
い
る
。

　

現
在
の
施
設
を
温
水
化
す
る
た
め
の
必
要
経
費
を
調
査
し
た

結
果
、温
水
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
。温
水
プ
ー
ル
に
対
応
し
た
プ
ー

ル
水
槽
の
入
れ
替
え
。
屋
根
部
分
の
改
修
。
壁
面
な
ど
へ
の
断

熱
材
の
設
置
や
暖
房
設
備
の
追
加
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

費
用
は
約
５
億
円
と
な
る
。
さ
ら
に
、
適
切
に
維
持
管
理
し
て

い
く
に
は
、
光
熱
水
費
を
は
じ
め
監
視
員
の
配
置
な
ど
の
費
用

が
年
間
約
９
，
５
０
０
万
円
ま
で
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
生
涯

学
習
部
の
既
存
事
業
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
現
在
の

施
設
の
温
水
化
に
つ
い
て
も
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
供
た
ち
が
自
分
の
将
来

　
　
　
　

像
に
つ
い
て
描
き
づ
ら
い
現
状
に
お
い
て
、
子
供
た

ち
が
働
く
人
の
姿
を
見
た
り
、
地
域
や
社
会
と
の
関
わ
り
方
を

学
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く

力
を
育
む
教
育
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
の
も
と
様
々
な
施
策
を

行
っ
て
い
る
。

　

子
供
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要

な
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や

地
域
全
体
、
社
会
全
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
を
育
ん

で
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

○ 

今
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

の
感
染
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

　

て

今
後
の
事
業
実
施
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

市
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
を
支
援
す

　
　
　
　

る
に
あ
た
り
、
平
成
26
年
度
及
び
平
成
28
年
度
か
ら

令
和
２
年
度
ま
で
は
市
の
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
を
財
源
と
し
て

い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
捉
え
、
令
和
２
年
度
を
も
っ
て
当
該
事
業
へ
の
支
援

を
終
了
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
地
域
経
済
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
生
活

に
多
大
な
影
響
が
生
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

た
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
て
活
用
し
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
割
増
分
の
補
助
を
行
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、
今
年
度
を
含
む
次
年
度
以
降
の
支
援
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
は
国
か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
財
源
見
通
し
が
な

い
状
況
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
割
増
分
全
額
を
市

が
負
担
す
る
こ
と
は
、
他
の
産
業
と
の
均
衡
を
踏
ま
え
る
と
難

し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
て
業
種
・
業
態
別
で
は
、
ス
ー
パ
ー
が
約
42
％
、
化
粧
品
・
薬

品
店
が
約
12
％
、
家
電
・
家
具
店
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
約
５
％
、
飲
食
店
が
約
４
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
相
馬
商
工
会
議
所
に
よ
れ
ば
、
同
事
業
に
つ
い
て
、

商
品
券
総
額
１
億
１
，
５
０
０
万
円
に
あ
わ
せ
て
、
約
７
，
７

０
０
万
円
が
追
加
消
費
と
し
て
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
の
報
告

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

校
生
活
に
適
応
す
る
」、「
身
の
回
り
の
事
象
へ
の
関
心
を
高
め

る
」
な
ど
、
中
学
年
で
は
、「
友
達
と
協
力
し
て
活
動
す
る
中

で
関
わ
り
を
深
め
る
」、「
自
分
の
よ
さ
を
発
揮
し
、
役
割
を
自

覚
す
る
」、
高
学
年
で
は
、「
自
分
の
役
割
や
責
任
を
果
た
し
、

役
に
立
つ
喜
び
を
体
得
す
る
」、「
集
団
の
中
で
自
己
を
活
か
す
」

な
ど
の
視
点
が
大
切
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
視

点
を
も
と
に
、
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、「
肯
定
的
自
己
理
解
と
自
己
有
用
感

の
獲
得
」、「
興
味
・
関
心
に
基
づ
く
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
」、

「
進
路
計
画
の
立
案
と
当
面
の
選
択
を
広
げ
る
暫
定
的
選
択
」、

「
生
き
方
や
進
路
に
関
す
る
情
報
収
集
や
実
地
体
験
を
す
る
現

実
的
探
索
」
の
４
つ
の
発
達
課
題
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
達
成
す
る
た
め
に
、
生
徒
の
成
長
や
発
達
を
支
援
す
る
視
点

を
も
と
に
、
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
教
育
現
場
の
多
忙
化
解
消
施
策
の
現
状

　

と
課
題
に
つ
い
て

○
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
利
用
し
や
す
い

　

室
内
ジ
ム
の
必
要
性
に
つ
い
て
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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

にじ

畑中昌子議員
が問う！

　
　
　
　

市
は
、
浜
の
駅
松
川
浦
の
増
築
に
つ
い
て
、
運
営
上

の
課
題
で
あ
っ
た
ト
イ
レ
の
増
設
に
加
え
、
水
産
物
の
風
評
払

無会派

高橋利宗 議員
が問う！

そうま市民の会

浦島勇一 議員
が問う！

　
　
　
　

市
は
、
第
６
次
相
馬
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実
施

　
　
　

計
画
に
基
づ
き
行
財
政
改
革
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い

く
上
で
、
３
つ
の
点
を
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
１
点
目
は
、
第

　
　
　
　

市
は
、
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

　
　
　

浜
の
駅
松
川
浦
の
来
店
者
に
、
市
内
の
他
の
エ
リ
ア
に

も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
施
策
と
し
て
、
浜
の
駅
松
川
浦
、
道

の
駅
そ
う
ま
、
磯
部
水
産
加
工
施
設
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
を
市

地
域
振
興
に
つ
い
て

に

浜
の
駅
松
川
浦
の
改
修
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

現
在
、
浜
の
駅
松
川
浦
の
改
修
工
事
が
進
行
中
だ
が
、
集
客

力
や
安
全
性
へ
の
影
響
や
増
築
部
の
活
用
方
法
は
ど
う
す
る
の

か
。
高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
人
で
も
楽
し
ん
で
買
い
物
が

で
き
る
よ
う
に
、
使
い
や
す
い
環
境
作
り
が
必
要
と
思
う
。
さ

ら
に
、
浜
の
駅
周
辺
は
経
済
的
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
一
方
で
、

そ
の
効
果
を
ま
ち
な
か
へ
の
活
性
化
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
浜
の
駅
松
川
浦
に
よ
る
地
域
振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

無

市
街
地
の
活
性
化
に
む
け
た
取
組
み
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

　

国
で
施
行
さ
れ
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
よ
る
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
城
下
町
の
魅
力
を
向
上
さ

せ
、
更
に
歴
史
的
文
化
と
伝
統
の
継
承
に
役
立
つ
と
考
え
る
。

市
の
事
業
の
認
識
と
計
画
策
定
実
施
の
考
え
、
ま
た
、
市
街
地

の
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

第
６
次
相
馬
市
行
財
政
改
革

大
綱
に
つ
い
て

そ

計
画
を
推
進
す
る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て

問
う
。

　

持
続
可
能
な
相
馬
市
実
現
に
向
け
た
経
済
的
な
行
財
政
改
革

推
進
の
た
め
、
令
和
５
年
度
に
制
定
し
、
３
カ
年
計
画
で
の
実

施
期
間
と
し
て
い
る
。
自
治
体
経
営
・
運
営
を
す
る
上
で
は
、

終
わ
り
な
き
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
取
組
・
諸
問
題
に
つ
い

て
伺
う
。
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浜
の
駅
松
川
浦
の
経
済
効
果
と
ま
ち
な
か
へ

の
流
動
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
浜
の
駅
松
川
浦
を
訪
れ
る
方
々
が
、
周
辺
地

域
の
飲
食
店
等
へ
も
訪
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
て
お

り
、
開
設
以
前
、
以
降
の
比
較
の
た
め
、
令
和
２
年
11
月
に
、

周
辺
の
飲
食
店
等
へ
電
話
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

平
均
で
１
割
以
上
の
売
り
上
げ
増
、
最
大
で
４
割
の
売
り
上
げ

増
と
な
っ
た
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
現
在
も
多
く
の
方
々
に
浜
の
駅
松
川
浦
へ
お

越
し
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
か
ら
、
同
程
度
の
波
及
効
果
が
続

い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
浜
の
駅
松
川
浦
を
訪
れ
た
方
々
が
、
ま
ち
な
か
の
商

店
等
を
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
市
は
正
確

に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
道
の
駅
そ
う
ま
、
磯
部
水
産
加
工

施
設
、
浜
の
駅
松
川
浦
の
３
施
設
周
遊
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

お
り
、
ま
ち
な
か
ま
で
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
後

と
も
関
係
団
体
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

拭
の
た
め
に
地
物
の
食
材
を
提
供
す
る
調
理
室
の
設
置
、
店
舗

内
で
購
入
い
た
だ
い
た
も
の
を
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
イ
ー
ト

イ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、
既
設
建
物
の
東
側
に
約
４
６
８

平
米
拡
張
す
る
こ
と
と
し
、
５
月
よ
り
、
建
築
主
体
工
事
、
電

気
設
備
工
事
、
機
械
設
備
工
事
等
に
着
手
し
て
お
り
、
令
和
７

年
２
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
施
工
業
者
や
相
馬
市
民
市
場
株
式
会

社
と
連
携
し
、
滞
り
な
く
増
築
工
事
が
完
了
す
る
よ
う
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

本
市
に
は
旧
藩
政
の
中
心
地
、
相
馬
中
村
城
跡
が
あ

　
　
　

り
、
１
６
７
０
年
に
落
雷
で
天
守
が
焼
失
し
た
が
、
領

民
を
苦
し
め
な
い
た
め
に
、
藩
主
の
相
馬
忠
胤
公
は
天
守
の
再

建
を
行
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
廃
藩
置
県
に
伴
い
多
く
の
武
士

が
郊
外
へ
帰
農
し
た
結
果
、
現
在
の
市
街
地
に
は
残
念
な
が
ら

歴
史
的
建
造
物
等
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
な
い
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
に
ふ
さ
わ
し
い
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、同
時
に
、

ま
ず
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
先
人
に
思
い
を
馳
せ
、
郷
土

の
歴
史
や
風
土
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
郷
土
を
愛

す
る
心
を
は
ぐ
く
み
、
広
い
視
野
で
市
の
発
展
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

連
合
商
栄
会
に
も
参
画
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
相
馬
商
工
会
議
所
で
は
、
市
の
補
助
金
を
活
用
し
た

賑
わ
い
創
出
事
業
と
し
て
、「
メ
ガ
得
５
０
０
事
業
」「
飲
ん
で

食
っ
て
ほ
ろ
酔
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
相
馬
の
新
名
物
「
福
と
ら
」
と
銘
打
ち
提
供
し
て
い

る
天
然
と
ら
ふ
ぐ
の
食
材
を
よ
り
多
く
の
方
に
食
べ
て
も
ら
う

た
め
、
市
は
国
の
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
よ
る
情
報
発
信

や
誘
客
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
相
馬
商
工
会
議
所
を
中
心
に

市
内
で
の
「
福
と
ら
」
取
扱
店
を
増
や
す
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
相
馬
商
工
会
議
所
や
市
街
地
域
内
の
行
政
区
長
等

の
関
係
部
所
が
一
同
に
会
す
る
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
中
心

市
街
地
活
性
化
計
画
の
改
定
を
進
め
て
い
く
。

　

○ 

相
馬
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

　

計
画
に
つ
い
て

６
次
相
馬
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
趣
旨
及
び
理
念
を
踏
ま
え
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
各
部
課
が
主
体
的
に
実
施
計
画
に
盛
り

込
み
着
実
に
進
め
る
こ
と
。
２
点
目
は
、
実
施
計
画
に
個
別
具

体
的
な
実
施
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

全
庁
各
課
、
そ
し
て
職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
財
政
改
革
の
意
義

を
十
分
に
理
解
し
て
事
務
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
。３
点
目
は
、

市
民
に
対
し
、
市
政
の
状
況
、
特
に
財
政
の
状
況
に
つ
い
て
情

報
公
開
し
、
幅
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
市
長
を
先
頭
に
、

市
職
員
が
一
体
と
な
り
、
行
財
政
改
革
の
意
識
の
も
と
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

実
施
計
画
の
検
証
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
実
施
計
画
に
掲
げ
た
取
組
項
目
に
つ
い
て
、

　
　
　

年
度
毎
に
各
部
課
に
お
い
て
実
績
と
そ
の
効
果
を
分
析

し
、
行
政
事
務
改
善
委
員
会
で
検
証
し
た
う
え
で
、
市
長
の
確

認
を
受
け
て
実
績
と
し
て
確
定
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
市
民
の

代
表
で
構
成
さ
れ
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
報
告
し
、
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

実
施
計
画
は
、
毎
年
度
見
直
し
を
し
な
が
ら
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
前
年
度
の
進
捗
状
況
等
を

踏
ま
え
、
各
課
に
お
い
て
継
続
、
改
善
、
追
加
等
の
判
断
を
し

た
う
え
で
、
翌
年
度
、
新
た
な
実
施
計
画
案
と
し
て
作
成
し
、

行
政
事
務
改
善
委
員
会
及
び
市
長
協
議
を
行
っ
た
う
え
で
決
定

し
て
い
る
。

○
行
政
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
つ

　

い
て

○ 

観
光
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
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９
月
定
例
会
の
審
議
結
果

議案
番号 件           名 審議結果

６６ 相馬市農業委員会委員の任命につい
て

同　意

全会一致

６７ 相馬市固定資産評価審査委員会委員
の選任について

同　意

全会一致

６８ 相馬市固定資産評価審査委員会委員
の選任について

同　意

全会一致

６９ 人権擁護委員の推薦について
適　任

全会一致

７０ 人権擁護委員の推薦について
適　任

全会一致

７１ 相馬市国民健康保険条例の一部を改
正する条例について

原案可決

全会一致

７２
相馬市ひとり親家庭医療費の助成に
関する条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決

全会一致

７３
相馬市個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例について

原案可決

全会一致

７４ 福島県後期高齢者医療広域連合規約
の変更について

原案可決

全会一致

７５ 令和６年度相馬市一般会計補正予算
（第５号）

原案可決

全会一致

７６ 令和６年度相馬市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

７７ 令和６年度相馬市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

７８ 令和６年度相馬市介護保険特別会計
補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

７９ 令和６年度相馬市光陽地区造成事業
特別会計補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

８０ 令和６年度相馬市下水道事業会計補
正予算（第１号）

原案可決

全会一致

８１

国の「被災児童生徒就学支援等事業」

の継続と、被災児童生徒の十分な就

学支援を求める意見書

原案可決

全会一致

認定
番号 件           名 審議結果

１ 令和５年度相馬市一般会計歳入歳出
決算認定について

認　定

全会一致

２ 令和５年度相馬市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

３ 令和５年度相馬市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

４ 令和５年度相馬市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

５ 令和５年度相馬市光陽地区造成事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

６ 令和５年度相馬市下水道事業会計決
算認定について

認　定

全会一致

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 ９月　２日（月）議案の上程等 　１人

２日目 ９月　５日（木）一般質問等 １３人

３日目 ９月　６日（金）一般質問 ６人

４日目 ９月１９日（木）議案採決 ０人

９月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について
９月定例会の本会議の日にち毎の主な内容、
傍聴者数についてお知らせいたします。

請願
番号 件           名 審議結果

１
国に対し「学校給食費無償化を実施
することを求める意見書」提出につ
いての請願

不採択

賛成少数

２
県に対し「学校給食費無償化を実施
することを求める意見書」提出につ
いての請願

不採択

賛成少数

陳情
番号 件           名 審議結果

２

｢国の『被災児童生徒就学支援等事
業』の継続と、被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書｣ の提出
を求める陳情書

採　択

全会一致
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基
幹
交
通
網
に
関
す
る

特
別
委
員
会
要
望
活
動
報
告

　

基
幹
交
通
網
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
7
月
19
日
及

び
26
日
に
国
土
交
通
省
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
地
元
選

出
国
会
議
員
な
ど
へ
、
常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化
の
早

期
実
現
を
求
め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
先
：
国
土
交
通
省
及
び
東
北
地
方
整
備
局
、　　
　
　

　
　
　
　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、

                  

地
元
選
出
国
会
議
員
（
14
名
）

要
望
内
容

　
「
常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化
の
早
期
実
現
」

　

当
地
方
の
復
興
・
創
生
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
道
路
で
あ
る

常
磐
自
動
車
道
は
、
平
成
27
年
３
月
１
日
の
全
線
開
通
以
降
、

令
和
３
年
６
月
13
日
ま
で
に
「
い
わ
き
中
央
IC
〜
広
野
IC
間
」、

「
山
元
IC  

〜
岩
沼
IC
間
」
の
４
車
線
化
工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
９
月
10
日
に
は
「
高
速
道
路
の
安
全
・
安

心
基
本
計
画
」
の
中
で
、
常
磐
自
動
車
道
「
浪
江
IC
〜
山
元
IC

間
」
が
４
車
線
化
優
先
整
備
区
間
に
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
に
「
浪
江
IC
〜
南
相
馬
IC
間
」
１.

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、「
相

馬
IC
〜
新
地
IC
間
」
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、「
広
野
IC
〜
な
ら
は

SIC
間
」
５.

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
４
車
線
化
事
業
許
可
と
な
っ
た

ほ
か
、
令
和
６
年
３
月
27
日
に
は
、「
山
元
南
SIC
〜
山
元
IC
間
」

５.
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
４
車
線
化
の
事
業
許
可
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、
応
急
復
旧
を

速
や
か
に
実
施
す
る
た
め
の
資
機
材
や
支
援
物
資
・
人
員
の
輸

送
を
担
う
ほ
か
、
平
時
に
お
い
て
は
、
重
要
港
湾
相
馬
港
を
起

点
と
し
た
、
南
北
へ
展
開
す
る
国
内
産
業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
重
要
な
道
路
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

相
双
地
方
か
ら
仙
台
市
や
い
わ
き
市
に
立
地
す
る
高
次
医
療
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
」
と

し
て
の
役
割
、
そ
し
て
冬
期
間
や
災
害
時
に
お
け
る
東
北
自
動

車
道
と
並
ぶ
東
京
〜
仙
台
間
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

の
役
割
、
相
馬
市
の
み
な
ら
ず
福
島
県
浜
通
り
に
お
け
る
交
流

人
口
拡
大
を
果
た
す
役
割
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
廃
炉

作
業
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
時
に
お
け
る
地
域
住
民
や
作

業
員
等
の
避
難
路
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
相
双
地
域
に
お
け
る
常
磐
自
動
車
道
は
、
約

90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
長
い
暫
定
２
車
線
区
間
を
有
し
て

お
り
、
物
流
量
の
増
大
や
、
帰
還
困
難
区
域
の
復
興
の
ほ
か
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
廃
炉
作
業
に
伴
う
車
両
等
の
増
加
に

よ
り
、
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
が
た
び
た
び
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
５
年
５
月
28
日
に
は
新
地
IC
〜
山
元

IC
間
下
り
線
で
軽
乗
用
車
が
横
転
し
た
こ
と
に
よ
り
通
行
止
め

と
な
る
ほ
か
、
令
和
５
年
１
月
25
日
に
は
、
相
馬
IC
〜
新
地
IC

間
で
軽
自
動
車
と
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
正
面
衝
突
し
て
１
人
が
死

亡
す
る
重
大
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
更
に
、
令
和
４
年
６
月

７
日
に
は
、
南
相
馬
IC
〜
相
馬
IC
間
下
り
線
で
、
大
雨
に
よ
る

の
り
面
崩
落
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
る
な
ど
、
相
双
地
域
の
交

通
に
た
び
た
び
支
障
を
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
常
磐
自
動
車

道
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
抱
え
る
当
地

方
の
特
異
性
も
十
分
に
考
慮
い
た
だ
き
、
常
磐
自
動
車
道
「
広

野
IC
〜
山

元
IC
間
」

の
全
線
４

車
線
化
を

早
期
に
実

現
し
て
い

た
だ
き
ま

す
よ
う
強

く
要
望
し

ま
す
。

↓髙橋知道代表取締役
副社長建設事業本部長
（右から５人目）に
要望書を手渡す委員長ら

↑尾崎行直国土交通大
臣政務官（当時）（左
から５人目）に要望書
を手渡す委員長ら

↓要望区間の図
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７
月
４
日
に
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
よ
り

市
に
対
し
て
支
援
要
請
を
受
け
、
相
馬
地
方
の

漁
業
振
興
の
一
策
と
し
て
、
漁
船
の
修
繕
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
機
能
を
今
後
と
も
継
続
し
、
基
幹

産
業
で
あ
る
漁
業
の
維
持
継
続
、
地
域
漁
業
の

振
興
の
た
め
２
，
２
５
０
万
円
を
増
額
す
る
も

の
。

　 令
和
６
年
７
月
臨
時
会
（
７
月
22
日
） 

7 月臨時会の
映像はこちら

７月臨時会の審議結果

議案
番号 件           名 審議結果

６５ 令和６年度相馬市一般会計補正予算
（第４号）

原案可決

全会一致

　

小
中
学
校
の
特
別
教
室
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

に
あ
た
り
、
必
要
な
工
事
費
等
を
積
算
す
る
た
め
７

１
２
万
７
，
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
。

　

事
業
実
施
に
は
、
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
補
助
率
は
、
国
が
示
す
整
備
単
価
の
３
分

の
１
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
補
助
事
業
の
申

請
を
行
う
が
、
採
択
さ
れ

な
い
場
合
は
、
市
の
財
政

負
担
を
考
慮
す
る
と
、
市

単
独
費
用
だ
け
で
の
整
備

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
回
以
降
の
採
択
に

向
け
て
再
度
申
請
す
る
。

市の冬の花である「さざんか」
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

委  

員  

長　

畑
中　

昌
子

　

副
委
員
長　

波
多
野
広
文

　

委　
　

員　

只
野　

敬
三

　

委　
　

員　

根
岸　

利
宗

　

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
皆
様
と

共
有
で
き
る
場
と
し
て
、
今
月
19
日

（
火
）
に
議
会
報
告
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

議
会
活
動
の
一
端
を
報
告
い
た
し

ま
す
。
皆
様
に
は
、
議
会
活
動
を
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
と
共
に
、
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
18
人
、
少
し
で
も
市
民
の
皆

様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

力
を
合
わ
せ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
根
岸
）

１２月定例会の会期日程（予定）

月　日 会　議 内　　容

１２月　２日（月） 本会議 議案の提案と説明など

５日（木） 本会議 一般質問（１日目）

６日（金） 本会議 一般質問（２日目）

９日（月） 委員会 各常任委員会

１０日（火） 委員会 各常任委員会

１２日（木） 委員会 予算決算常任委員会

１８日（水） 本会議 議案の採決など

市議会は３月、６月、９月、１２月に開催しており、どなたでも傍聴すること
ができます。また、事前連絡も不要です。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市役所２階の傍聴受付までお越しください。

次の定例会は

開会予定です。◆受付時間　午前９時３０分～

https://www.youtube.com/channel/
UCTpl1YDq5DKU2Oqt49cbe8g




